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は
じ
め
に 

北
海
道
で
は
、
昨
年
の
８
月
17

日
～
23
日
の
一
週
間
に
、
昭
和
26

年
の
統
計
開
始
以
降
初
め
て
３
個

の
台
風
（
台
風
第
７
号
、
11
号
、

９
号
）
が
連
続
し
て
上
陸
し
、
道

内
の
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大
雨

と
な
り
、
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、

８
月
の
月
降
水
量
は
昭
和
56
年
８

月
の
「
56
災
害
」
の
月
降
水
量
に

匹
敵
す
る
５
０
０

mm

以
上
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
大
雨
に
よ
る
道
内
の
林
地

荒
廃
等
の
被
害
は
２
４
２
箇
所
に

上
り
、
そ
の
う
ち
、
国
有
林
は
１
３

４
箇
所
、
被
害
額
で
は
約
１
２
０
億

円
と
な
り
、
過
去
三
ヶ
年
平
均
の

約
10
倍
と
甚
大
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

被
災
か
ら
一
年
余
り
を
経
過
し
、

災
害
復
旧
事
業
も
進
ん
で
き
ま
し

た
。
国
有
林
に
お
け
る
被
害
状
況

か
ら
復
旧
ま
で
、
こ
の
一
年
間
を

振
り
返
り
ま
す
。

被
害
状
況
調
査
の
実
施

こ
の
台
風
等
に
よ
る
山
腹
崩
壊

（
土
砂
崩
れ
）
、
渓
岸
侵
食(

大
量

の
雨
水
、
土
砂
等
に
よ
り
川
岸
が

侵
食
さ
れ
る
現
象
）
、
林
道
の
路

体
決
壊(

大
量
の
雨
水
、
土
砂
等
に

よ
り
路
面
が
侵
食
さ
れ
る
現
象
）
、

風
倒
木
等
の
被
災
状
況
を
迅
速
に

把
握
す
る
た
め
、
北
海
道
森
林
管

理
局
、
８
森
林
管
理
（
支
）
署
及

び
北
海
道
庁
が
連
携
し
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
広
域
的
・
機
動
的

な
森
林
内
の
被
害
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
７
森
林
管
理
署
で
ド
ロ

ー
ン
を
活
用
し
た
被
災
状
況
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
調
査
に
は
、 

①

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
は
高
度

が
高
す
ぎ
て
判
別
し
に
く
い
被
害

状
況
を
、
一
定
高
度
（
１
５
０
ｍ
）

以
下
か
ら
撮
影
す
る
こ
と
で
機
動

的
に
詳
細
な
状
況
把
握
が
可
能

②

崩
壊
地
等
の
危
険
箇
所
や

徒
歩
等
で
は
時
間
を
要
す
る
箇
所

で
効
率
的(

早
期)

か
つ
安
全
に
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能

③

写
真
、
ビ
デ
オ
撮
影
に
よ

り
面
的
、
立
体
的
に
被
害
状
況
の

把
握
が
可
能

等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
早
期
に

復
旧
対
策
へ
着
手
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
機

動
性
や
効
率
性
等
の
利
点
を
持
つ

ド
ロ
ー
ン
を
森
林
・
林
業
の
現
場

に
お
い
て
活
用
す
る
た
め
の
実
証

を
行
い
、
実
際
の
使
用
等
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
回
の
災
害
で
は
河

川
の
増
水
に
よ
る
渓
岸
侵
食
に
伴

っ
て
大
量
の
流
木
等
が
発
生
し
、

農
地
、
道
路
等
に
堆
積
す
る
な
ど

の
被
害
が
道
内
各
地
で
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
北
見
市
常
呂

川
流
域
（
網
走
中
部
森
林
管
理
署

管
内
）
、
本
別
町
本
別
川
流
域
（
十

勝
東
部
森
林
管
理
署
管
内
）
に
お

い
て
、
林
野
庁
治
山
課
、
森
林
総

合
研
究
所
、
北
海
道
庁
と
連
携
し
、

緊
急
に
流
木
調
査
（
樹
種
、
大
き

さ
等
を
定
量
的
に
把
握
）
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
渓

床
内
（
渓
流
の
川
底
）
に
不
安
定

な
状
態
の
土
砂
や
流
木
が
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
堆
積
し
た
流
木
は
植

栽
し
た
針
葉
樹
で
は
な
く
、
根
が

つ
い
た
状
態
の
ヤ
ナ
ギ
、
ハ
ン
ノ

キ
等
の
広
葉
樹
の
割
合
が
高
か
っ

た
こ
と
、
上
流
部
の
治
山
ダ
ム
で

流
木
や
土
砂
を
一
定
程
度
捕
捉
す

る
な
ど
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
観
察
さ
れ
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

北
海
道
な
ど
と
連
携
し
た 

流
木
対
策
の
検
討 

流
木
の
発
生
抑
制
対
策
の
取
組

に
は
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
流
域

全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
流
木
被
害
の
大
き
か
っ

た
十
勝
地
域
を
モ
デ
ル
地
域
と
し

て
北
海
道
庁
、
北
海
道
森
林
管
理

局
、
北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
漁

連
、
北
海
道
森
連
な
ど
関
係
機
関
、

団
体
か
ら
な
る
十
勝
地
域
流
木
対

策
検
討
部
会
を
設
置
し
、
平
成
29

年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
二
ヶ
年

弟子屈町で発生した山腹崩壊

の状況 ヘリコプター撮影

八雲町で発生した被害直後の風倒木の状況 

ドローン撮影

昨年 9月に本別町で行われた流木調査 

大樹町で施工したスリットダムが流木を捕捉した状況
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で
、
流
木
防
止
対
策
の
検
討
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
北
海

道
森
林
管
理
局
で
は
、
上
流
に
お

け
る
発
生
源
対
策
と
し
て
、
下
層

植
生
の
発
達
を
促
す
間
伐
等
の
森

林
整
備
、
予
防
的
な
流
下
防
止
対

策
と
し
て
流
木
を
捕
捉
す
る
効
果

の
高
い
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
の
施
工
等

土
木
的
な
手
法
を
検
討
し
て
い
ま

す
。概

算
数
量
発
注
方
式
の
導
入

復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
台
風
直

後
の
降
雨
や
融
雪
等
に
よ
る
被
害

拡
大
や
二
次
災
害
の
防
止
が
急
務

で
あ
っ
た
こ
と
、
各
機
関
で
災
害

復
旧
工
事
の
発
注
が
相
当
短
期
間

に
集
中
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た

こ
と
等
か
ら
、
森
林
土
木
工
事
で

は
全
国
で
初
め
て
「
概
算
数
量
発

注
方
式
」
（
注
１
）
を
採
用
し
、

通
常
よ
り
も
約
5
ヶ
月
程
度
発
注

時
期
を
繰
り
上
げ
て
工
事
に
着
手

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成

28
年
度
台
風
災
害
に
係
る
治
山
工

事
の
着
手
率
は
、
平
成
29
年
９
月

29
日
現
在
で
96
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
注
１
）
工
事
発
注
に
当
た
り
、
詳
細
な
設

計
図
書
に
よ
ら
な
い
概
算
数
量
で
発
注
し
、

細
部
は
施
工
中
の
設
計
変
更
に
よ
り
対
応
す

る
方
式
。 

被
災
箇
所
の
復
旧
方
針

こ
の
た
び
の
災
害
を
受
け

た
治
山
施
設
に
つ
い
て
は
、
公

共
施
設
、
道
路
、
集
落
、
農
地

な
ど
地
域
の
生
活
に
直
接
被

害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
崩
壊

地
や
土
砂
の
流
出
の
恐
れ
が

あ
る
河
川
な
ど
を
優
先
し
て

復
旧
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

次
に
、
代
表
的
な
復
旧
工
事
箇

所
を
紹
介
し
ま
す
。

①
北
見
市
留
辺
蘂
町
富
士
見
地
区 

網
走
中
部
森
林
管
理
署
管
内
で

は
、
昨
年
の
台
風
７
号
及
び
11
号
、

そ
れ
ら
に
伴
う
前
線
の
影
響
に
よ

る
豪
雨
の
際
、
山
腹
斜
面
が
崩
落

し
土
砂
が
流
出
し
、
直
下
の
国
道

39
号
線
が
一
時
通
行
不
能
と
な
り

ま
し
た
。

山
腹
斜
面
の
崩
壊
し
た
箇
所
に

は
水
分
を
多
く
含
ん
だ
土
砂
が
堆

積
し
て
お
り
、
今
後
の
降
雨
等
に

よ
り
再
び
直
下
の
国
道
39
号
線
に

流
出
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
た
め
、

災
害
復
旧
工
事
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

工
事
で
は
、
崩
壊
し
た
箇
所
の

土
砂
流
出
を
防
止
す
る
た
め
コ
ン

ク
リ
ー
ト
土
留
工
等
を
施
工
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

②
清
水
町
小
林
川
上
流 

十
勝
西
部
森
林
管
理
署
管
内
で

は
、
昨
年
の
台
風
10
号
に
よ
る
豪

雨
の
際
、
山
腹
崩
壊
や
渓
岸
侵
食

が
発
生
し
、
大
量
の
土
砂
等
が
下

方
の
市
街
地
ま
で
流
下
し
ま
し
た
。 

渓
床
内
に
は
大
量
の
不
安
定
土

砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
今
後
の
降

雨
等
に
よ
る
拡
大
崩
壊
や
不
安
定

土
砂
が
流
下
す
る
危
険
性
が
あ
っ

た
た
め
、
災
害
復
旧
工
事
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

工
事
は
、
渓
床
の
勾
配
を
安
定

さ
せ
る
と
と
も
に
、
崩
壊
地
の
山

脚
（
山
す
そ
）
を
固
定
す
る
こ
と

で
、
土
砂
流
出
の
抑
止
・
調
整
を

図
る
た
め
、
治
山
ダ
ム
を
2
基
施

工
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に 

近
年
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
り
各

地
で
激
甚
な
災
害
が
多
発
し
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
て
、
被
害
箇
所

の
迅
速
な
復
旧
は
も
と
よ
り
、
山

地
災
害
に
よ
る
被
害
を
防
止
・
軽

減
す
る
事
前
防
災
・
減
災
の
考
え

方
に
立
ち
、
治
山
施
設
の
整
備
を

推
進
し
て
い
く
考
え
で
す
。

今年８月に足寄町で行われた流木対策の現地検討会

被災直後の国道 39号線流出した土砂撤去状況

被災直後の下流市街地の被災状況 

施工中の状況(H29.7.26 現在)

治山ダムを計画 

(赤線はコンクリート谷止 2号箇所） 

被災直後の山腹斜面の崩壊状況 

崩壊した山腹斜面に対し土留工施工中の状況 

平成 28 年度台風等災害からの各地の復旧は、北海道森林管理局ホームページをご覧下さい。 
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新
新
た
な
「
森
林
・
林
業
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
つ

つ
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
造
林
や

生
産
事
業
の
低
コ
ス
ト
化
は
大

き
な
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

全
道
的
に
も
ト
ド
マ
ツ
や
カ

ラ
マ
ツ
な
ど
の
人
工
林
資
源
の

成
熟
が
進
む
中
で
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
地
域
に
お
い
て
も
、
低
コ
ス

ト
化
に
向
け
た
生
産
性
の
向
上

や
施
業
の
省
力
化
は
大
き
な
課

題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
林
業
生
産

性
向
上
に
向
け
た
高
性
能
林
業

機
械
の
導
入
も
進
み
、
網
走
中

部
森
林
管
理
署
管
内
の
事
業
体

に
お
い
て
も
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
、

グ
ラ
ッ
プ
ル
等
の
高
性
能
林
業

機
械
を
導
入
し
て
、
伐
採
、
玉

切
り
（
伐
採
し
た
木
を
規
格
の

長
さ
の
丸
太
に
切
る
こ
と
）
作

業
を
行
う
現
場
が
増
え
て
い
ま

す
。し

か
し
、
管
内
の
事
業
体
は

伐
採
し
た
木
を
搬
出
す
る
た
め

の
木
寄
せ
、
集
材
の
作
業
は
、

全
木
、
全
幹
（
長
い
木
の
ま
ま
）

で
行
っ
て
お
り
、
従
前
同
様
に

ト
ラ
ク
タ
を
使
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
殆
ど
で
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の

導
入
は
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

す
。現

行
の
機
械
利
用
を
前
提
に

低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
生
産
性

向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
ハ
ー

ベ
ス
タ
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
等
の
高

性
能
林
業
機
械
と
ト
ラ
ク
タ
を

組
み
合
わ
せ
た
作
業
工
程
の
現

状
を
把
握
し
て
、
各
機
械
の
稼

働
状
況
等
を
踏
ま
え
た
効
率
的

な
作
業
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

各
事
業
体
で
は
、
詳
細
な
工
程

の
把
握
ま
で
は
行
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
後
志
森
林
管
理
署

で
取
り
組
ん
で
い
る
工
程
管
理

シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
シ
ス
テ
ム

と
い
う
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

作
業
工
程
や
人
員
配
置
等
を
効

果
的
に
改
善
し
て
素
材
生
産
の

コ
ス
ト
縮
減
と
省
力
化
を
推
進

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
平
成
二
十
八
年
度
に
置
戸

地
区
の
事
業
体
を
対
象
に
高
性

能
林
業
機
械
と
列
状
間
伐
の
低

コ
ス
ト
化
推
進
に
向
け
た
現
地

検
討
会
及
び
生
産
性
の
向
上
を

目
的
と
し
た
シ
ス
テ
ム
の
説
明

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
は
、
さ
ら
に

低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
取
組
を
推

進
す
る
た
め
、
実
際
に
シ
ス
テ
ム

を
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
計
画

し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
体
に
お
い
て

作
業
工
程
等
の
改
善
点
を
実
際
に

確
認
し
、
低
コ
ス
ト
化
へ
向
け
て

意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
平

成

29
年
８
月
に
置
戸
町
内
の
事

業
体
を
訪
問
し
、
目
的
と
効
果
に

つ
い
て
説
明
し
シ
ス
テ
ム
の
使
用

を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
三
社
の
協

力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
各
社
に
お
い
て
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

最
中
で
す
が
、
事
業
が
終
了
し
た

後
、
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
シ
ス

テ
ム
使
用
に
関
す
る
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。今

後
は
、
今
回
の
三
社
の
意
見

を
踏
ま
え
、
管
内
の
他
の
事
業
体

へ
の
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
図
り
、

一
層
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
取

組
が
図
れ
る
よ
う
、
努
力
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

課

題

課
題
解
決
に
向
け
て

平
成
29
年
度
の
取
組

高性能機械現地検討会(置戸町) 工程管理システム説明会 

置戸町事業体へ
工程管理システム試用への個別説明 
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望楼から望んだ 

パイロットフォレスト 

（黄葉中のカラマツ）

林道上を走る 

タンチョウの幼鳥たち

カラマツに佇む

オオワシ

ハーベスタによる玉切り

真
竜
森
林
事
務
所
は
道
東
の

屈
斜
路
湖
と
厚
岸
湾
の
中
間
に

位
置
す
る
標
茶
町
内
に
所
在
し
、

標
茶
森
林
事
務
所
と
の
合
同
森

林
事
務
所
で
す
。
管
轄
区
域
は
、

厚
岸
町
と
浜
中
町
の
国
有
林
約

１
万
２
千
ha
で
主
体
は
パ
イ
ロ

ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
で
す
。

厚
岸
湖
に
注
ぎ
込
む
ベ
カ
ン

ベ
ウ
シ
川
の
上
・
中
流
部
に
位

置
す
る
国
有
林
の
う
ち
、
山
火

事
に
よ
り
森
林
が
消
滅
し
、
湿

地
帯
で
あ
る
が
ゆ
え
に
約
50
年

間
も
の
あ
い
だ
放
置
さ
れ
て
き

た
約
１
万
ha
の
不
毛
の
荒
野
を
、

今
か
ら

60
年
も
前
に

10
年
間

を
か
け
て
、
７
千
ha
の
カ
ラ
マ

ツ
を
植
栽
し
、
造
成
さ
れ
た
の

が
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
」

で
す
。

今
で
こ
そ
、
低
コ
ス
ト
造
林
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
30

～

40

年
代
の
造
成
当
時
、
地

拵
・
植
付
・
下
刈
に
つ
い
て
平

坦
な
地
形
を
活
か
し
て
機
械
化

を
積
極
的
に
検
討
し
、
作
業
が

行
わ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
パ

イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
と
言
え
ま
す
。

そ
し
て
現
在
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

フ
ォ
レ
ス
ト
は
湿
地
を
除
く
ほ

ぼ
全
域
が
カ
ラ
マ
ツ
を
主
体
と

す
る
森
林
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
生
長
し
た
カ
ラ
マ
ツ

の
様
子
を
、
か
つ
て
は
火
の
見

や
ぐ
ら
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

た
高
さ

24

m
の
望
楼
か
ら
望

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

森
林
官
の
仕
事
は
現
場
最
前

線
で
、
毎
日
、
道
東
の
豊
か
な

自
然
に
触
れ
ら
れ
良
い
経
験
と

な
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
林
道

上
で
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
親
子
に
出

会
っ
た
時
は
驚
き
と
感
動
が
あ

り
ま
し
た
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ

レ
ス
ト
の
約
26
％
は
湿
地
帯
で
、

そ
の
大
部
分
が
別
寒
辺
牛
タ
ン

チ
ョ
ウ
生
息
地
保
護
林
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
）
。
冬
場
は
オ
オ

ワ
シ
や
オ
ジ
ロ
ワ
シ
が
越
冬
の

た
め
飛
来
し
、
凛
々
し
い
姿
を

見
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
湿

地
帯
か
ら
山
側
ま
で
異
な
る
環

境
が
連
続
的
に
推
移
し
て
い
る

た
め
、
植
生
も
変
化
に
富
ん
で

お
り
、「
こ
の
よ
う
な
移
行
帯
は

生
物
多
様
性
が
高
い
だ
ろ
う
」

と
感
じ
な
が
ら
、
林
内
を
歩
き

回
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ

ス
ト
で
は
カ
ラ
マ
ツ
が
生
長
し
、

盛
ん
に
間
伐
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
場
は
様
々
な
高
性
能
林

業
機
械
が
動
き
ま
わ
り
、
迫
力

満
点
で
ス
ピ
ー
ド
感
も
あ
り
、

ど
の
作
業
も
か
っ
こ
よ
く
見
え

ま
す
。
次
々
と
土
場
に
積
上
が

る
丸
太
を
見
て
、
そ
れ
ら
が
有

効
活
用
さ
れ
、
地
域
の
経
済
に

貢
献
す
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
森
林
官
と
し
て
、
滞

り
な
く
事
業
が
進
む
よ
う
請
負

者
と
綿
密
な
調
整
を
図
り
つ
つ
、

監
督
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ

レ
ス
ト
な
ら
で
は
の
豊
か
な
自

然
環
境
の
保
全
と
豊
富
な
カ
ラ

マ
ツ
資
源
の
循
環
利
用
、
こ
れ

ら
の
両
立
を
果
た
し
、
森
林
の

公
益
的
機
能
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。

根釧西部森林管理署 

真竜森林事務所 

森林官 

的場 香奈 
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常
呂
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
環

境
教
育
や
森
林
ふ
れ
あ
い
の

取
組
み
を
振
興
局
東
部
森
林

室
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

昨
年
か
ら
祝
日
と
な
っ
た

「
山
の
日
」
を
記
念
し
て
、

８
月
26
日
（
土
曜
日
）
、
森
林

環
境
と
眺
望
に
優
れ
人
々
に

親
し
ま
れ
て
い
る
仁
頃
山
国

有
林
で
、
東
部
森
林
室
と
国

有
林
（
網
走
中
部
森
林
管
理

署
及
び
当
セ
ン
タ
ー
）
が
共

催
で
、
仁
頃
山
散
策
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
（
昨
年
は
８
月

11
日
に
藻
琴
山
で
実
施
）

当
日
は
一
般
公
募
で
申
し

込
ま
れ
た
北
見
市
を
中
心
と

す
る
市
民
の
方
24
名
が
参
加

し
、
旧
北
見
市
の
最
高
峰
８

２
９
m
の
頂
上
を
目
指
す
チ

ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
（
登
山
）

と
植
物
な
ど
を
観
察
し
な
が

ら
５
合
目
を
目
指
す
の
ん
び

り
コ
ー
ス
（
散
策
）
の
二
つ

の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
富
里

湖
森
林
公
園
駐
車
場
を
出
発

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
出
発
直
後
に
通

り
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
晴
天
と
な
り
ま
し
た
。

の
ん
び
り
コ
ー
ス
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
か
ら
植
物
の
生
き

る
た
め
の
知
恵
や
工
夫
な
ど

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
キ

ツ
リ
フ
ネ
、
イ
ケ
マ
、
ヨ
ツ

バ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ト
リ
カ
ブ
ト
、

ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
な
ど
を
観
察

し
、
２
時
間
30
分
で
目
的
地

に
到
着
し
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー

ス
は
、
２
時
間
で
目
的
地
の

頂
上
に
到
着
す
る
と
、
３
６

０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
に
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
日
頃
の

運
動
不
足
を
実
感
」
「
次
回
は

頂
上
を
目
指
し
た
い
」
「
と
っ

て
も
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の

声
が
あ
り
、
「
山
の
日
」
の
趣

旨
で
あ
る
「
山
に
親
し
む
機

会
を
得
て
、
山
の
恩
恵
に
感

謝
す
る
」
こ
と
が
実
感
で
き

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

東
部
森
林
室
と
当
セ
ン
タ

ー
で
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域

に
お
け
る
「
木
育
」
と
「
森

林
環
境
教
育
」
を
関
連
づ
け

て
よ
り
効
果
的
な
活
動
と
し

て
い
く
た
め
に
、
定
期
的
に

意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
お

互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
北
海
道
と
北
海

道
森
林
管
理
局
で
締
結
し
た

「
北
海
道
の
森
林
づ
く
り
に

関
す
る
覚
書
」（
平
成
25
年
6

月
17
日
締
結
）
に
基
づ
き
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
第
１
回

目
の
平
成
27
年
は
北
見
市
の

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
国
有

林
で
、
第
２
回
目
の
平
成
28

年
は
津
別
町
の
チ
ミ
ケ
ッ
プ

道
有
林
で
、
現
地
検
討
を
行

う
と
と
も
に
活
動
内
容
等
を

情
報
共
有
し
ま
し
た
。

第
３
回
目
と
な
る
今
年
は
、

10
月
に
、
網
走
市
美
岬
国
有

林
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、

今
後
も
東
部
森
林
室
と
連
携

を
強
化
し
、
森
林
・
林
業
の

役
割
や
木
材
利
用
の
意
義
に

対
す
る
道
民
の
理
解
と
関
心

を
高
め
る
取
組
み
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

木
育
・
森
林
環
境
教
育

意
見
交
換
会

「
山
の
日
」
記
念

仁
頃
山
散
策
会

頂上での記念撮影（チャレンジコース） 散策の様子（のんびりコース） 

現地検討の様子（津別町道有林） 

常呂川森林ふれあい推進センター 
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【森林技術・支援センター】 

平成 29 年９月 21 日、美瑛町の国有林にお

いて、北海道造林協会上川支部と森林技術・支

援センターの共催により、現地検討会「林業の

生産性向上のために作業システムと工程管理を

考える」を開催しました。 

当日は、上川地域の林業事業体、森林組合を

はじめ、上川総合振興局上川北部森林室・南部

森林室、近隣の市町村、道内の研究機関、森林

管理署など 131 名の参加となりました。 

会場では、効率的な作業システムの事例等に

ついて紹介し、続いて工程管理システム（後志

森林管理署作成）と実際にこのシステムを使用

している事業体の感想などを紹介しました。 

労働生産性の向

上と低コスト化

を目指して  

【上川南部林管理署】 

平成 29 年９月 26 日、占冠村の国有林にお

いて「造林作業の省力化・効率化に向けた現地

検討会」を開催しました。この検討会は、伐採

後の再造林を省力化・効率化することにより、

造林作業の低コスト化を促進し、併せて厳しい

労働環境の負担軽減について検討することを目

的としています。 

当日は、周辺市町村、上川総合振興局の方々

や、管内の林業関係者など５０名が参加しまし

た。 

会場では、森林総研北海道支所が改良したク

ラッシャ（枝条粉砕機）による地拵の実演を行

うとともに、アースオーガ（植付穴掘り機）に

よる植え付けの提案を行いました。

造林作業の 

省力化・効率化 

【網走西部森林管理署】 

平成 29 年 9 月 13 日、遠軽町丸瀬布国有林

において、民有林・国有林森林施業技術交流会

を開催しました。 

当日は、近隣市町職員、森林組合、林業関係

事業体、総合振興局等から 73 名が参加しまし

た。 

現地では、伐採・造林一貫作業によるコスト

削減や労働負担軽減のメリットや、コスト縮減

に期待できる低密度植栽の事例紹介を行い、実

際に今年度伐採を行ったカラマツ林で、事業概

要について説明した後、今後予定している低密

度植栽について紹介しました。 

【檜山森林管理署】 

平成 29 年 9 月 6 日、檜山署における民有林

支援体制の「木材利用推進チーム」の活動とし

て、現地視察研修会を開催しました。 

当日は、渡島総合振興局をはじめとする道

有林関係者や函館事務所・渡島署にも声をか

け、民有林・国有林の関係者計 43 名が参加

しました。 

午前中に木古内町の株式会社西根製材所の製

材工場、午後は知内町の木質バイオマス施設及

び木質バイオマスエネルギーにより熱源を確保

し運営している町民プールを見学しました。 

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

地域材の利用推進

に向けて 

民有林・国有林 

森林施業 

技術交流会 
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木づかい推進月間 

人と環境にやさしい木材の特性や、木材利用が地域の林業及び木材産業の活性化のみならず、森林の

有する多面的機能の発揮にも貢献できることを、より多くの国民のみなさまに PR することが重要となって

います。 

林野庁は、平成 17 年度から、広く一般消費者を対象に木材を利用することの意義を広め、国産材利用を

拡大していくための国民運動として、「木づかい運動」を展開しています。特に 10 月は「木づかい推進月

間」として、集中的な活動を行うこととしています。各都道府県においても地方自治体や民間団体により

様々なイベントが開催されています。 

今年度の全国のイベントスケジュールは、以下の URL で紹介しております。 

http://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/kidukai/attach/pdf/gekkan-3.pdf 

   

「平成 29 年度北の国・森林づくり技術交流
発表会」の開催と発表募集 

平成 30 年 2 月 6 日（火曜日）及び 7 日（水曜日）の 2 日間、北海道大学「学術交流会館」において、森
林・林業に係る技術情報等の情報交換を図るため、「平成 29 年度北の国・森林づくり技術交流発表
会」を開催することから、森林づくり、森林環境教育を含め、森林・林業に関連する取組活動について
の発表を募集します。 

1 募集対象：北海道、市町村、大学、高校、森林・林業・木材産業関係企業及び NPO、 
ボランティア団体等 

2 発表方法等：パソコン及び液晶プロジェクター等を使用し、12 分間で発表していただきます。 
3 応募方法等：実施要領とエントリーシートは、ホームページに掲載しております。 

必要事項をご記入のうえ、次のメールアドレスに送付してください。 
  h_gijutsufukyu@maff.go.jp 

4 応募期限：平成 29 年 11 月 30 日（木曜日） 
5 お問合せ先：北海道森林管理局技術普及課 TEL：011－622－5245 

広報 「北の森林
も り

 国有林」10 月号 

発行 北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 

ＩＰ電話 050-3160-6300
電  話 011-622-5213
F A X 011-622-5194

http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

イベントの詳細は、

イベントカレンダーでご覧下さい。

http://www.rinya.maff.go.jp/hokka

ido/koho/event/index.html
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